
まちなみ

「うなぎの寝床」に例えられる「町家」のまちなみは，上京
区の原風景といえる。特に，西陣地域では，機織に適した
「織屋建」の建ち並ぶ特徴的な景観が形成されている。
しかし，こうした町家の多くは老朽化が進み，居住者も高齢
者が多く，改修等が進みにくくなっている。また，「バブル経済」
以降，町家がマンションや建売住宅，駐車場となったものも多
く，まちなみ景観や居住環境の面で問題が生じている。
そうした中，町家の改修や空き家となった町家のあっせん

の取組など，市民主導による町家の活用も進みつつある。

きめ細かい福祉・保健・医療

高齢化の進む中で，区内には，デイサービスセンター（上京，出水，聚楽など）等の福祉
施設が徐々に整備されてきており，さらに，小川小学校跡地には特別養護老人ホームを
はじめとした高齢者の総合福祉施設が建設されるなど，地域に根ざした福祉・健康活
動の拠点の充実が図られている。
福祉活動の担い手としては，上京区社会福祉協議会がその中心的な役割を担うとと

もに，学区社協組織を核として，住民・行政・ボランティアの連携による高齢者ケアの
活動，配食サービス等のきめ細かいサービス，健康すこやか学級（ミニデイサービス）な
ど，高齢者が安心して地域に住み続けられるための多彩な取組が進められている。
保健・医療の面では，上京東部医師会と西陣医師会の２医師会を核として，昭和51
年の地域医療計画の策定を契機として，以降，医師会と住民団体との協力による健康
診断が続けられ，また平成９年「地域医療連絡協議会」も発足し，さらにきめ細かい地
域保健・医療の取組が進められている。今後は，地域において，日常生活の中で糖尿病
や高血圧予防などの生活習慣病対策が育っていくような取組が必要となっている。

2  まちづくりの基本課題
上京区には様々な課題が山積しているが，その課題の大部分は，京都市全体に共通
する課題でもあり，京都市基本計画の中で基本的な対応方向が示されている。
したがって，この計画においては，上京区に特化した課題の解決に向けた道筋を示

すことに主眼を置き，上京区の個性を活かしたまちづくりを行うという視点から整理
すると，次の三つの事項が課題となっている。

（1）歴史・伝統・文化を活かした上京らしいまちづくりに向けた課題
○区内に立地する社寺やまちなみなどの歴史資源や，伝統文化，ものづくり技術，

民俗行事など，有形無形の歴史文化を保全し，次世代に継承していく必要がある。

○そうした個性ある資源を，区民の日常生活や地域産業，観光などに積極的に

活かしていくことによって，生きた形で維持継承していく必要がある。

○さらに，歴史や伝統を踏まえつつ，21世紀の新しい上京文化を生み出していくと

いう創造的な姿勢を持ちながら，上京らしいまちづくりを進めていく必要がある。

（2）西陣織をはじめとした都心産業の活性化に向けた課題
○ 生産が減少しつつある西陣機業については，新たな市場の開拓や伝統技術と先

端技術の融合等を通じて，地域の基盤的な産業として再活性化を図っていく必

要がある。

○ さらに，「西陣」のブランドを活かした新たな産業創出など，地域産業の裾野を

広げていく必要がある。

○ また，高齢社会における住民ニーズに的確に対応する，地域に密着した商業・

サービス業の振興を図っていく必要がある。

（3）安心して暮らせるコミュニティづくりに向けた課題
○ 人口減少や高齢化の進む中，安全な住環境の整備や地域防災力の強化，福祉・

保健・医療活動の活性化などを通じて，子どもから高齢者まで，安心して住み

続けられる条件整備を行っていく必要がある。

○ 明治以来上京区に根づいている元学区を核とした住民主体のコミュニティ活

動をさらに発展，振興させていく必要がある。

○ さらには，文化，産業をはじめ，地域に根ざした各種団体やコミュニティの活動

など，21世紀上京区のまちづくりの新しい担い手となる人づくりを進めてい

く必要がある。
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